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i聯・馴北海猷学・1・（・）1329二33・陣；覇…

臨海工業開発に伴う環境影響評価手法

　　　　　　の開発に関する研究

　　　　　　　一一一一研究成果概要一

北海道大学大学院　環境科学研究科

研究代表者山村悦夫

　　本研究は，従来開発された臨海工業開発をはじめ，現在進められている大規模臨海工業開発に伴う様々な

影響を，自然科学および社会科学の諸分析方法を基に，体系的，総合的に評緬する手法の確立を目的としてい

る。対象地域としては，北海道苫小牧地域をとり上げた。

　　研究結果は次のとおりである。

　　（1）研究プロジェクトの全体討議を通じて，特に大規模臨海工業開発に伴う環境要因の把握と，開発段階

における要因の位置づけを行い，各回li聾こついては，要素論的に集約し，開発段階に応じた開発行為，影響要

因関連表としてまとめられた。

　　（2）工業開発地域における自然環境，特に土地などの人為的改変による影響については，要因の欄別的，

あるいは総合的な環境図の作成が試みられ，特定の開発行為に対して，開発行為一環境影響のプロセスの定性

的，定量的掘握を行なった。

　　（3）生物相における影響分析では，対象地域の地域特性をとらえる立場から，特定生物集団（開発指標生

物群）を考え，それらの種の多様性，階層性について検討を行なった。

　　（4）住民の健康および環境衛生にかかわる影響については，佳民の健康および地域の環境衛生の状況を調

査し，さらに，定期的環二二のモニタリングを通じて，それらの因果関係および関連性について検討した。

　　（5）生活環魔への影響の予測と評価は，開発行為による往民の意識構造の変化および具体的な社会環境質

の変化に対する予測と評価の一方法としての意識調査について，詳細な検討および生活環境水準向上の珂能性

の分梼を行なった。さらに，工業基地開発に基づく都市人口，経済変動の計量分析を行ない生活環境整備の：方

向性を明らかにした。

　　なお，本研究は，昭利54年度，55年度は当研究科退官の関清秀名誉教授が，昭和56年度は山村悦夫が

代表として長年にわたって研究を継続しているもので，今回はその中間的な報告である。

　　研究組織および役割分担は次のとおりである。

氏 名

山　村　悦　夫

門　村　　　浩

高　橋　英　紀

山　本　　　博

蒲　野　慎　一

　所羅研究機関・部局
　・職（現在の専門）

北海道大学大学院
環境科学＝研究科
教授（環境計画）

教授（自然地理学）

助教授（　　〃　　）

助手（自然地理学）

助　手（　　〃　　　）

　　　役　　　割　　　分　　　担
体年度の研究実施計画に対する分握事項）

本研究の総括

自然環境およびその人為的改変の開発段階にお

ける影響評価手法の確立
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　氏　　名

斎藤和雄
加地　　浩
新岡　　正
藤本　　俊

伊藤浩司
福田　弘巳

春木雅寛
東　　正剛

加賀屋誠一

小田利勝

　所属研究機関・部局
　・職（現在の専門）

轄∵1｝

潔繋i｝

鵠轍木ノ劉

　　　役　　　割　　　分　　　担
　（本年度の研究実施計画に対する分担；事項）

地域保健および環境衛生の開発段階における影

響評価手法の確立

工業開発地域の生態系の開発段階における影響

評価手法の確立

自然環境および社会環境の総合化による影響評

価手法の確立


